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午前１０時開議 

○議長（茅根猛君） ご報告いたします。 

 ただいま出席議員は２２名であります。 

 よって，定足数に達しております。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

            ──────────────────― 

○議長（茅根猛君） 本日の議事日程は，お手元に配付いたしました議事日程表のとおりといた

します。 

            ──────────────────― 

 日程第１ 議案質疑 

○議長（茅根猛君） 日程第１，議案質疑を行います。報告第２５号から議案第８３号まで，以

上３８件を一括議題とし，通告順に発言を許します。 

○議長（茅根猛君） ６番平山晶邦君の発言を許します。 

〔６番 平山晶邦君登壇〕 

○６番（平山晶邦君） ただいま議長のお許しをいただきましたので，議案質疑をいたします。 

総括質疑として質疑をしたいと思います。 

 私は，常陸太田市一般会計及び特別会計の決算の収入未済額と不納欠損額の増加についてお伺

いをいたします。一般会計，特別会計を合わせた収入未済額と不納欠損額の収納対策について質

疑をしたいと思っております。 

 収入未済額を２０年度と比較して，２１年度は１２億 9,６２８万 5,５５２円で，2,３１４万

9,６１８円の増加で，２１年度は前年から比べると 1.８％増加をしておりました。今年度２２年

度の決算で２１年度と比較してみますと，２２年度は１３億 1,９９０万 6,２００円で，2,３６２

万６４８円，２１年度よりも増加して，やはりこれも 1.８％，前年比１０1.８％でありました。 

 不納欠損額は２０年度と比較して，２１年度は 6,３１６万 7,５７０円で，前年度と比べると３

９万５３円の増加で，これは 0.６％の増加でありました。２１年度と比較して２２年度の不納欠

損額を見てみますと7,５７９万5,９９０円で，前年度に比べて1,２６２万8,４２０円の増加で，

２０％増加しております。 

 毎年毎年９月議会というのは決算議会でありますので，この収入未済額と不納欠損額が問題に

なります。そして，昨年度も答弁は，市税と収納対策本部を中心に会議をもって，共通認識を持

って収納対策に当たっているというふうなご答弁を執行部はなされますが，しかし，残念ながら

実績だけ見ますと，この収納対策が成功しているということが言えない状況なのではないでしょ

うか。 
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 そこでお伺いしたいのは，昨年の実績を分析して……，昨年と言いますと２１年度ですね。２

１年度の収入未済額と不納欠損額を分析して，２２年度に行動を起こしたわけでありますから，

２２年度の新たな試みとしてどういう対策をとったのかということを中心にご説明をお願いした

いと思います。 

 以上でございます。 

○議長（茅根猛君） 答弁を求めます。総務部長。 

〔総務部長 江幡治君登壇〕 

○総務部長（江幡治君） それでは一般会計，特別会計を合わせた欠損額，それから収入未済額

につきましてのご質問にお答えをいたします。 

 不納欠損額，収入未済額とともに昨年より増額となっております。この要因につきましては，

市税で申し上げますと，不納欠損が法人２社の倒産により固定資産税が即時欠損になっておりま

す。不納欠損額が昨年よりも 1,２６０万円増えておりますが，このうちの９００万円を占めてい

るような状況でございます。また，収入未済額は，ゴルフ場２社の固定資産税の収入未済額が，

増えました 2,３６０万円のうちの 1,８５０万円を占めております。こういったことが今回増額に

なった大きな要因であると考えております。 

 このような決算に至りますまでには，市税等収納対策本部におきまして昨年，本部会議――担

当課長会議を４回開催をしております。年度前半には２１年度の収入実績の突き合わせ，実績を

踏まえました平成２２年度の滞納整理計画，収納率等の目標設定を行いまして取り組んできてお

るところでございます。また，年度後半には，税務課を中心とする滞納整理のノウハウを活用し

まして，市営住宅使用料の滞納者について今後の対応方針を協議，決定するとともに，市税を初

めとして各種保険料，使用料などについて，出納整理期間である５月まで，各担当課における収

納徴収対策について協議，検討を行うなどの対策をとってございました。 

 これら本部で協議，決定をした方針を踏まえまして，市税で申しますと，現年課税分の滞納者

約７００名に対しまして，１０月と１２月に臨戸訪問を行いました。あわせて直接折衝ができな

い滞納者につきましては，不動産，預貯金，給与，年金を差し押さえなどの滞納処分を積極的に

行ってまいりました。特に，平成２１年度からの新たな取り組みである不動産公売につきまして

は，平成２１年度の３件から２２年度は２倍の６件を行いまして，２０７万 8,０００円を滞納税

に充当しております。 

 また，市営住宅使用料につきましては，滞納月数が５０月以上の滞納者１９名に対しまして催

告書を送付するとともに，連帯保証人についても納付指導依頼書を送付する取り組みを行ってま

いりました。これにより１９名のうち１７名から債務承認を取り付け，かつその中の１０名から

納付誓約を取り付けるなど新たな取り組みをしてまいりました。また，長期滞納者と高額滞納者

に対しましては，夜間滞納整理や管理職による臨戸訪問も実施してきたところでございます。さ

らに，長期でかつ高額な滞納者につきましては，法的措置を見据えた取り組みをあわせて行って

きております。 

 今後におきましても，収納対策本部を中心としまして税，保険料，使用料などの公平，公正の
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確保と行政の信頼性を確保するため，各担当課がそれぞれの法令に基づいて課題を認識した上で，

滞納者の生活実態を考慮しながら納付誓約や滞納処分による時効の中断を図るなど，効果的な滞

納整理を推進するとともに，収入未済額の圧縮に向け，一層収納対策の強化に努めてまいること

としております。 

 以上でございます。 

○議長（茅根猛君） ６番平山晶邦君。 

〔６番 平山晶邦君登壇〕 

○６番（平山晶邦君） 今の総務部長さんの答弁でよくわかりました。内容等，法的な取り組み

なんかもしておるという状況もよくわかりました。ただ，今社会情勢が非常に不況であります。

ですから，そういう観点でこのような対応，税の公平性というものをいかに担保をとっていくか

ということは，市に課せられた使命として非常に大切なことであると私は考えております。 

 現在，２３年度の事業の取り組みをしているところでございますが，ぜひとも来年の９月の決

算議会のときには，２２年度よりも収入未済，そして不納欠損が増えないような努力をこの下半

期にわたってもしていただきたいということを改めてお願いをいたしまして議案質疑を終わりま

す。ありがとうございました。 

○議長（茅根猛君） 次，２２番宇野隆子君の発言を許します。 

〔２２番 宇野隆子君登壇〕 

○２２番（宇野隆子君） 日本共産党の宇野隆子です。私は議案４件，議案第５０号，５４号，

５５号，７４号の質疑を行います。なお，議案第５８号につきましては通告しておりましたけれ

ども，これに対しては取り消しをいたしますのでご了承願います。 

 まず，議案第５０号市税条例等の一部改正について伺います。ページ１８の提案理由を見ます

と，地方税法の一部を改正する法律が平成２３年６月３０日公布，その一部が同日から施行され

たことに伴い，本条例の一部改正を行うものであると，このようになっております。そこで，新

旧対照表でお伺いしたいと思いますが，ページ３０から３３ページにわたって罰則の改定，罰則

の引き上げがなされております。 

 例えば３０ページの第１８条の４，市民税に係る不申告に関する過料。現行３万円以下を改正

案では１０万円以下の過料を科すると，このように改正案が出されております。以下，退職所得

申告書の不提出に関する過料，固定資産税，軽自動車など，また新たにたばこ税，鉱産税――本

市では現在２事業あると伺っておりますけれども――，あと，２３ページの特別土地保有税，こ

れについては現在該当するところがないということですが，それらについて過料が加わり，２項

を見ますと過料の額は情状により市長が定めると。市長の裁量権によるということですけれども，

私は，これらは納税者に対する刑事罰の強化にならないかと，このように思うわけです。国の地

方税法の改正に伴う市税条例等の一部改正であると言えばそのとおりですが，今回の改正につい

て，特に納税者に対する罰則「３万円以上」を「１０万円以下」に引き上げることについての説

明，それからお考えを伺いたいと思います。 

 次に，議案第５４号消防ポンプ自動車購入契約について伺います。消防ポンプ自動車購入が一
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般競争入札で契約されておりまして，ジーエムいちはら工業株式会社が落札しておりましたが，

入札参加者数，入札参加者のそれぞれの予定価格，それと落札率についてお伺いいたします。 

 次に，これも一般競争入札に付した契約ですけれども，議案第５５号高規格救急自動車購入契

約について，この一般競争入札に付された高規格救急自動車購入ですけれども，書取書を見ます

と入札参加者が１社であったと。１社ですから茨城トヨタ自動車株式会社だけだったということ

でありますけれども，入札に際する落札率９8.９％と１００％に近い落札額で決まったわけです

が，ちょうど２年前の９月議会のときも高規格救急自動車購入１台の入札がかかっておりまして，

そのときの予定価格で 3,１４２万 8,５７２円で，今回の予定価格が２年前に比較しますと９０万

1,４２８円増額されて 3,２３３万円ということになっておりまして，前回と同じような装備，資

機材関係だと思いますけれども，予定価格を２年前よりも９０万円ほど上げているという理由に

ついてお伺いをいたしたいと思います。 

 それと，一般競争入札にかけてあるわけですけれども，前回は茨城トヨタさんのほかに茨城日

産が入って２社で競争しておりまして，そのときの落札率を見ますと９8.３％。今回が１社で９

8.９８％と，内容を見ますと１回入札をかけて予定価格よりも高いということだったので，２回

目もまた入札をかけてまた高いと。それぞれ５０万円ずつ，結局１００万円落としているんです

けれども，そして第３回目の見積もりの第１回目で 3,２００万円ということで消費税抜きで決め

てあるわけですが，たった１社ですから相手はなるべく高くとろうという気持ちも，この１回，

２回の入札でわかるんです。１回，２回できるだけ高くと。そういうところで最終的には見積も

りで決めたということなんですが，この辺の一般競争入札について，確かに高規格救急車等はど

こでも入札できるというものでもありませんけれども，このあたりをどう考えているのか伺いた

いと思います。 

 もう一つは，議案第７４号常陸太田市一般会計補正予算について，この中の４点について伺い

たいと思います。 

 歳出で１２ページ，目の７の支所費，この中の節の１１の需用費ですけれども，１３７万 2,０

００円修繕料ということで，これは外壁修繕を見直して解体するというような話，説明がありま

したけれども，これを解体した後の建設計画といいますか，その後の計画があればご説明をして

いただきたいと思います。 

 ２点目は，１６ページの３の民生費，この中の節の１９負担金補助及び交付金，この支援金と

して，東日本大震災被害対策費４億 1,５５０万円ということで計上されております。これは被災

された方々への市独自の生活支援，住宅に対する支援制度ですけれども，全協の席で当初ではな

くてその後の補正で２億円とりまして，次年度また２億円予定しているというような説明をお伺

いしておりましたが，今回４億円ということで，合わせますと６億円を超えるわけですが，これ

は申し込み者数の状況にもよると思いますけれども，今回４億円にしたその理由を伺いたいと思

います。 

 次に２２ページの目の５，災害対策費の中で伺いたいと思います。これは市民の住宅を申し込

みによって放射能の測定を市が行うと。その予算ですけれども，これは歳入を見ますと９ページ
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に載っておりまして，県の補助金ということで３５６万 3,０００円，緊急雇用創出事業費補助金

ということで出ております。この放射線測定ですけれども，私も先日の一般質問の中で，これが

非常に市民の高い関心があって，七日現在で２４０件ほどの申し込みがあると，その後も増えて

いるということを伺っております。 

 こういう中で，これに関わるのは節の４共済費，７の賃金，それから１１の需用費，それと１

４の使用料及び賃借料，これらになってくるかと思いますけれども，二人体制で，申し込みがあ

って，これがどのくらいの間に申し込み者への測量ができるのか。やはり時間がかかるようでし

たら，今二人緊急雇用で採用することになっておりますが，増やす必要もあるのではないかと思

うんですけれども，申し込みがあってから測量まで大体何日ぐらいかかるのか，そのあたりをお

伺いできればと思います。 

 もう１点なんですけれども，２６ページになります。款の９災害復旧費，１農林災害復旧費，

この中の節の１９の補助金，東日本大震災農業生産対策事業費１億 3,５１７万 1,０００円が出さ

れておりますけれども，これは農業用施設にかかわる予算ということで本会議で説明がありまし

たが，この被災の内容をもう少し具体的にお伺いをいたしたいと思います。 

 以上で１回目の質疑を終わります。 

○議長（茅根猛君） 答弁を求めます。総務部長。 

〔総務部長 江幡治君登壇〕 

○総務部長（江幡治君） 総務部関係のご質問にお答えをいたします。 

 初めに，議案第５０号についてでございますが，今回の市税条例の改正につきましては，提案

理由にもございましたように，地方税法の改正に伴いまして引き上げるものでございます。地方

税に関する罰則につきましては，国税と同様に昭和５６年度の税制改正依頼据え置かれてまいり

ました。今般社会経済情勢の変化に対応し，税制への信頼の一層の向上を図る観点などから，平

成２２年度と２３年の税制改正における国税の罰則見直し等を踏まえまして，地方税についても

罰則の見直しが行われたものでございます。 

 今回の改正につきましては，納税者としての義務を果たさないことに対する罰則としての過料

の見直しでありますことから，税の公平，公正を確保するための改正であると受けとめておりま

す。 

 次に，議案第５４号消防ポンプ自動車購入契約及び議案第５５号高規格救急自動車購入契約に

ついてのご質問にお答えをいたします。 

 この２つの購入契約についてのご質問にお答えをいたします。この２つの購入契約ともに競争

性，透明性を確保するとともに，多くの事業者が参加し得る一般競争入札により執行しておりま

す。 

 まず，５４号の消防ポンプ自動車の入札参加者数でございますが４社でございます。これは消

防ポンプ自動車の使用等を各事業者が勘案をして，今回参加をしない事業者も含めまして各社が

参加できるかどうか判断したことによる結果として４社になったものと考えております。 

 落札率につきましては……，まずその前に，予定価格でございますが 2,７７１万円でございま
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す。落札率につきましては８1.７％でございます。これは一般競争入札により競争性が増したこ

とによる結果であると考えております。 

 次に，議案第５５号の高規格救急自動車の購入でございますが，数社から問い合わせがあった

ものの，最終的に入札参加者が１社になったというような状況でございます。この高規格救急自

動車につきましては特殊車両ということもありまして，国内ではトヨタと日産の２社がほとんど

シェアを占めているような状況にございまして，また，その中でもトヨタ自動車がほとんど占め

ていると聞いております。 

 そういった中で，少しでも競争性を確保するためということで一般競争入札を執行したところ

でございますが，結果として１社の入札ということになっております。これはその特殊性による

ものであると考えてございます。 

 続きまして，議案第７４号一般会計補正予算の１２ページ，支所費の設計委託料に係る金砂郷

支所の整備計画についてはというご質問でございますが，現在の場所で建てかえる案と既存の公

共施設に支所機能を併設する案とその２つで，整備内容，事業費などについて検討をしている段

階でございます。今後この案がまとまった段階で地区町会長協議会や地域審議会のご意見を伺い

まして整備方針を決定し，来年度に事業を着手してまいりたいと考えております。 

 次に，１６ページの災害救助費の支援金４億 1,５５０万円の増額についてでございますが，４

月の補正予算を計上した時点で罹災証明書の家屋調査依頼件数が 3,０００件弱でございました。

現在は 5,０００件を超えている状況にございますので，そういった中から再度試算をし直しまし

て，当時４億円と試算をしたものを今回６億 1,５５０万円と算出をしたものでございます。 

 ４月の時点では半分の２億円を計上したところでございますが，当年度申請を受け，支給決定

をしたものにつきましては予算に計上して来年度に繰り越すこととなりますことから，現時点で

見込みました６億 1,５５０万円から２億円を差し引いた４億 1,５５０万円を今回計上したもの

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（茅根猛君） 消防長。 

〔消防長 福地壽之君登壇〕 

○消防長（福地壽之君） 議案第５５号についてお答えをいたします。前回と今回の救急車で値

段の差があるということでしたが，今回は気道確保のときに使用するＣＯ２モニターを新たに搭

載しておりますので，その分の増額となっております。 

○議長（茅根猛君） 産業部長。 

〔産業部長 井坂孝行君登壇〕 

○産業部長（井坂孝行君） 議案第７４号，歳出の８款１項５目災害対策費につきましては，緊

急雇用創出事業を活用しまして，放射線量簡易測定を行うに当たりまして２名雇用しまして，当

分の間，職員１名を付けまして二班で行っていくということで，申請から測定までの期間はとい

うことなんですが，１週間から２週間程度ということで，１日当たり１４件から１５件を調査す

る。今後申請が多くなった場合ということなんですが，これにつきましては，多くなれば雇用を
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図ってまいりたいと考えております。 

 ２点目の歳出，１０款１項災害復旧費のご質問にお答えをいたします。１目の農林災害復旧費

１９節の負担金・補助金及び交付金の補正額１億 3,５１７万 1,０００円につきましては，東日本

大震災により被災した市内の農業共同利用施設の復旧において，国の東日本大震災農業生産対策

交付金の該当となり，常陸太田市東日本大震災における農業施設と災害復旧補助金交付要項の対

象となったことから，施設の復旧に対する補助金であります。 

 内容としましては，茨城みずほ農業協同組合が所有する太田，金砂郷及び水府地区に設置され

るライスセンター５カ所において，被災した建物内部，屋根の破損及び設置された乾燥機，昇降

機等の破損等の復旧であり，総費用額は１億 8,９２４万 5,０００円となっております。そのうち

事業主体の補助につきましては，市を経由する国庫補助，総費用額から消費税を除いた額の２分

の１――9,０１１万 5,０００円。市補助としましては４分の１――4,５０５万 6,０００円を合計

した額１億 3,５１７万 1,０００円となるものであります。 

 以上です。 

○議長（茅根猛君） ２２番宇野隆子君。 

〔２２番 宇野隆子君登壇〕 

○２２番（宇野隆子君） ご説明いただきましてありがとうございます。 

 地方税法の改正ですけれども，３万円から１０万円に大幅に引き上げると，納税者への罰則を

引き上げるということはどういうことかということで，これは余り芳しいことではないと思うん

ですけれども，実際当市でこういう過料について行われた経過というのはあるんですか。それに

ついて伺いたいと思います。ただ，納税者にこういう罰則の強化は，余り評価すべきことではな

いなと私自身は考えておりますけれども。 

 消防ポンプ自動車購入契約については，４社の事業者が一般競争入札に参加して落札率が８1.

７４％と，このような答弁がありまして，これについての理由は競争性が増したという説明があ

りました。確かに落札率を見ますと競争性や透明性が図られたんだろうとうなずけるわけですが，

高規格救急自動車購入については一般競争入札にかけても，前回も茨城日産さんと茨城トヨタさ

んしかなかったものですから，今回は１社で落札率は９8.９８％ということで，前回が９8.３％

で，やはり１社でとるということは，入札率も落札率も若干これは上がっているんです。ですか

ら，もう少し執行部のほうでもそのあたりを努力していただきたいと思うんです。 

 それで予定価格が前回に比べて上がったというのは，ＣＯ２のモニターの増額に当たると。大

体これあたりが入って上がったということなんですね。そうすると２年前と装備，それから全体

――本体ですけれども，それはそう変わらなかったということで。 

 そうすると，これが５台目になるわけですが，これまでのものについてはＣＯ２のモニター装

置は付いていないわけですね。今後この件については当然付けるようなことになるかと思います

けれども，その件と，それからこれは金砂郷出張所に配備されるわけですが，いつごろ納品され

るのか。この間同僚議員が職員の配置については質問されておりますが，８人体制ということで，

当然救急救命士もその中には二人配置していく必要があると思いますけれども，里美出張所も８
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名ですが，当面８名体制でやっていくということなんでしょうけれども，これについてはこれで

できるだろうという考えで決めたと言えばそうなんですが，これで当面はやっていくということ

なんでしょうか。関連してこれについてもちょっと伺いたいと思います。 

 ページ２６の一般会計補正予算，議案第７４号ですけれども，この中の東日本大震災農業生産

対策事業費ということで２分の１，税が４分の１持つということで内容的にわかりました。 

 それから，この緊急雇用の放射能測量ですけれども，これについても申し込み者数の状況にあ

わせて，やっぱり２週間から３週間というのは測定までにかかり過ぎると思うんですけれども…

…。 

〔「１週間から２週間」と呼ぶ者あり〕 

○２２番（宇野隆子君） １週間から２週間。そうですか，済みません。もしそういうことで相

当増えるようなことになったときには，先ほども多いときには雇用を図るような検討をしたいと

いうことなので，ぜひそういうことでサービスを図っていただきたいと思います。 

 東日本大震災の災害対策費，予想よりも申し込みも多いというようなことなのかと思いますけ

れども，これについてもよろしくお願いいたしたいと思います。 

 金砂郷出張所についてもわかりました。 

 入札について何点か伺っておりますので，答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（茅根猛君） 答弁を求めます。総務部長。 

〔総務部長 江幡治君登壇〕 

○総務部長（江幡治君） 再度のご質問にお答えをいたします。 

 まず，議案第５０号の市税の改正でありますが，本市ではこれまでに税関係の過料を科した実

績はございません。 

 次に，議案第５５号の高規格救急自動車の購入契約についてでありますが，入札の改善努力を

ということだと思いますが，今後の発注につきまして公平性，透明性を確保した上で，さらなる

競争性の確保をするのには何ができるのかということを検討してまいりたいと考えております。 

○議長（茅根猛君） 消防長。 

〔消防長 福地壽之君登壇〕 

○消防長（福地壽之君） それでは，高規格救急車に関しましての再度の質問についてお答えい

たします。 

 今後ＣＯ２モニターを付けるのかというご質問でございましたが，このＣＯ２モニターにつきま

しては新しい機器ですので，今回の救急車から付けていくということになっています。 

 続いて納入時期なんですが，これは４月１日に稼働を予定しておりますので，納入期限が３月

２３日となっております。 

 また，現在の体制ということでご質問があったんですが，これは同僚議員の方に答弁したとお

り８名で行っていくということで考えています。 

 ＣＯ２モニターについては，更新したときに付けていくという予定になっております。 

○議長（茅根猛君） ２２番宇野隆子君。 
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〔２２番 宇野隆子君登壇〕 

○２２番（宇野隆子君） ＣＯ２モニター装置ですけれども，今「更新したときに」ということ

ですが，必要があって今回新車に付けるわけですから，更新を待たずにできればぜひ予算をとっ

てお願いしたい，このことを要望いたしまして議案質疑を終わります。ありがとうございました。 

○議長（茅根猛君） 以上で質疑を終結いたします。 

            ──────────────────― 

○議長（茅根猛君） 報告第２５号，報告第２６号については，報告事項となっておりますので，

以上をもって終了といたします。 

            ──────────────────― 

○議長（茅根猛君） お諮りいたします。議案第６２号から議案第７３号まで，以上１２件につ

いては１０人の委員をもって構成する決算特別委員会を設置し，これに付託の上，審査すること

にいたしたいと思いますが，これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（茅根猛君） ご異議なしと認めます。よって，議案第６２号から議案第７３号まで，以

上１２件については，１０人の委員をもって構成する決算特別委員会を設置し，これに付託の上，

審査することに決しました。 

            ──────────────────― 

○議長（茅根猛君） お諮りいたします。 

 ただいま設置されました決算特別委員会の委員については，委員会条例第７条第１項の規定に

より，藤田謙二君，赤堀平二郎君，木村郁郎君，深谷渉君，鈴木二郎君，菊池伸也君，深谷秀峰

君，荒井康夫君，成井小太郎君，宇野隆子君，以上１０人を指名いたしたいと思いますが，これ

にご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（茅根猛君） ご異議なしと認めます。よって，ただいま指名いたしました１０人を決算

特別委員会の委員に選任することに決しました。 

 この際，委員会条例第８条第２項の規定により，委員長及び副委員長の互選をお願いいたしま

す。互選されるまでの間，暫時休憩いたします。 

午前１０時４６分休憩 

            ──────────────────― 

午前１０時５４分再開 

○議長（茅根猛君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ただいま休憩中に開催されました委員会において，委員長及び副委員長が互選されましたので，

ご報告いたします。 

 委員長，深谷秀峰君，副委員長，鈴木二郎君。 

 以上であります。 

            ──────────────────― 
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○議長（茅根猛君） 次に，議案第４８号から議案第６１号並びに議案第７４号から議案第８３

号まで，以上２４件については，お手元に配付いたしております議案等委員会付託表のとおり，

所管の常任委員会に付託いたします。 

            ──────────────────― 

 日程第２ 請願第２号ないし請願第３号 

○議長（茅根猛君） 次に，日程第２，請願第２号教育予算の拡充を求める請願，請願第３号早

期の学校耐震化及び教育復興を求める請願，以上２件を議題といたします。 

 ただいま議題となっております請願第２号，請願第３号については，お手元に配付いたしてお

ります請願文書表のとおり，文教民生委員会に付託いたします。 

            ──────────────────― 

○議長（茅根猛君） 以上で，本日の議事は議了いたしました。 

 次回は，９月２１日定刻より本会議を開きます。 

 本日はこれにて散会いたします。 

午前１０時５６分散会 


